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ありがとう　言葉一つで　繋がる心　～人権の世紀　21世紀スローガンコンテスト 最優秀賞作品～

りっとう再発見

問合せ…栗東歴史民俗博物館
☎554-2733    554-2755FAX

　江戸時代、市内を通る東海道と中山道では多
くの人々や物資が行き来していました。江戸や
大坂といった都市を中心に商品経済が発達して
くると、農村の中にも新たな産業が見られるよ
うになります。栗東でも、二つの街道沿いの村々
などで、農作物以外のさまざまな生活物資などが
加工・生産されるようになっていきました。栗東
では、製薬・鋳物・藍染・醸造・しょうゆ・製糸
などの産業が盛んとなっていきます。街道沿いに
は、これらの製品を販売する店が建ち並んでいま
した。その中に、旧和

わ

中
ちゅう

散
さん

本舗をはじめとするい
くつかの薬屋があります。
　和中散は、東海道の梅ノ木立

たて

場
ば

（栗東市六地
蔵）の名物として知られた腹薬で、紀行文や道中
日記、地誌などで紹介され、その名前は全国的に
知られていました。江戸時代の梅ノ木立場では、
複数の和中散屋が商いを競っていましたが、現在
ではただ一軒「旧和中散本舗大⻆家住宅」（重要
文化財）が当時のままの姿で残されています。
　往時の和中散本舗の軒下には大きな看板が掲げ
られ、広い畳敷きの店先では、釜で薬湯を煎じて

片手薬研（左上）と両手薬研（右下）

　
　

○くりちゃん元気いっぱい運動とは！？
　基本的な生活習慣と学習習慣の両方を「車の両輪」で定着させることが大切で
あると考え、以下の取組みを展開しています。
★「早ね･早おき･朝ごはん」をとおして基本的な「生活習慣」の定着
★「きらりフルチャレンジ ～くりちゃん検定～」をとおして「学習習慣」の定着

旅人に振る舞っていました。また、製薬は薬
や

研
げん

や
薬
やく

刀
とう

を用いて手作業で行われますが、街道からは
店内に置かれた木製の巨大な製薬動輪が見られる
ようになっていました。これらは、販売促進のた
めの試みということができるでしょう。
　栗東の村々で売られていた薬は、和中散だけで
はありません。和中散と同じ梅ノ木立場の伊

い

吹
ぶき

艾
もぐさ

、手原村の仙
せん

伝
でん

虫
ちゅう

脱
だつ

丸
がん

、出庭村の万
まん

金
きん

丹
たん

、綣村
の神

じん

応
のう

丸
がん

などが製造、販売されていました。現在
でも、旅の途中の病気やけがは不安ですが、江戸
時代の旅人たちにとっても、薬は欠かすことので
きないものでした。また、軽く、かさばらず、保
存がきく薬は、土産としても多くの旅人が買い求
め、栗東の薬は全国へと広がっていったのです。

※栗東歴史民俗博物館では、通史展示「栗東の歴
史と民俗」の中で、製薬や売薬に焦点を当てた
展示を開催しています。

　本市教育委員会では、心も体も頭も元気いっぱい、笑顔いっぱい、「将
来の夢に向かってきらり輝く栗東の子ども」を目指し、今年度も「脳科
学と教育」をキーワードに「くりちゃん元気いっぱい運動」を展開して
います。
　運動の展開にあたっては、本市教育顧問の川島隆太教授（東北大学）
に脳科学の面からご指導をいただいています。来月号からこの紙面をと
おして「生活・学習習慣」の定着のポイントなどについて連載します。
川島教授からのアドバイスもお楽しみに！

73○
～栗東の製薬業～

くりちゃん
元気いっぱい元気いっぱい
運動運動①

問合せ…
学校教育課
☎551-0130
  551-0149FAX


